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女子児童生徒における摂食障害傾向の認知行動モデルの検討
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【問題と日的】
女子児童生徒におけるEI）Sの症例研究を総括すると，女
子児童生徒におけるEDsの臨床像は，痩せ願望の背景にあ
る体型や体重に関する非機能的な思考と，食事制限や運動
といった行動的特徴という認知行動理論の枠組みか
らとらえることが可能であると考えられる。また，山上ら
（2001）は行動療法の治療指針の中で，児童は親などの環
境に依存して影響を受けていることが多いと指摘しており，
特に児童における　EDsにおいて環境要因は重要であると
考えられる。
このことから本研究では，刺激一媒介変数一行動という
認知行動理論に基づいた仮説モデルの構築に当たって，環
境要因としては機能の点から「重要な他者からの痩せへの
圧力」と「注意獲得」の2つの環境刺激をモデルに含めた。
そして，これらの環境刺激と個人の体型に関する信念が，
ダイエットに及ぼす影響について検討することを目的とし
た。
【方　法】
分析対象：都内の小，中学校に在籍する女子小学生80名
（5年59名，6年21名）と，女子中学生177名（1年
69名，2年45名，3年63名，うち6名は臨床群）の調
査への回答を分析対象とした。
分析材料：本研究で作成した3尺度のうち，EAT－26　との
関連が示された以下の下位尺度を分析に用いた。
①環境刺激尺度の下位尺度である「痩せへの圧力」
（診環境刺激尺度の下位尺度である「注意獲得」
（彰体型に関する信念尺度の下位尺度である「他者との関係
における体型の信念」
（り食事制限に関する項目から成るダイエット尺度
モデルの構築：モデルを構築し，女子児童と女子生徒の両
群間で多母集団解析を行った。なお，分析にはAMOS5を
用いた。
【結果と考察】
多母集団解析を用いてモデルの検討を行った結果，構築
されたモデル（Fig．1）の適合度指標は，Gダた．902，
dG尻巨．855，臓＝．036という結果が得られ，適合性
については問題のないモデルであると考えられた。
本モデルにおける各構成概念間のパス係数（標準化解）
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については，第1に，重要な他者からの注意獲得から食事
制限への影響はノJ、学生のみで有意であった。第2に，他者
との関係における体型の信念から食事制限への影響は中学
生のみで有意であった。第3に，小中学生の両群において，
重要な他者からの痩せへの圧力は他者との関係における体
型の信念に影響を与えていた。
以上のことから，児童期後期の女子のダイエットに対して
は，個人の痩せていなくてはならないといった信念よりも，
重要な他者からの注意を得ることが機能している可能性が
示唆された。そして，青年期初期である中学生頃になると；ノ
認知が発達することにともなって，環境からの直接的な影
響よりも個人の信念がダイエットに対して機能するように
なるということが示唆された。
Pigurel　女子児童生徒における
EI）S傾向の認知行動モデル
各構成概念間のパス係数は小学生が上，中学生が下段
ー　71－
